


















に,またある電子は,-格子下の面にいることになる｡ つまり電子 を波 と考えると,位相が
exp(ikza)ずれることになる｡ この位相のずれにより電子波が干渉しあって散乱が起きるわ








しぶ/=- ∂呈 ∂x∂Y ∂i ikz∂x- _- _- _｢ _ヱ生 型 +A
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Fig･ 2
セス(1))と,Ⅱ相から姉圧した場合のl相
(プロセスし2))の状態が異なっていることを示 していて,後者においては,Ⅲ相状態の緩和が
不完全であると考えられる｡次にプロセス(2)において,試料室の圧力が約 25kbar(プロセス
(1)における旺-Ⅰ相転移開始圧力 )になるまで減圧し,そのまま放置したとき相転移の開始ま
でに要した時間を測定 した｡そのときの試料室の圧力変化を_Fig.2に示す｡特徴的なことは,
25kbar付近で相転移が開始するためには約 20時間という長い時間が必要であるということ
のほかに,相転移時の圧力変化が特異的であるということであり, Ⅰ木目とl相の共存状態にお
ける圧力増は,相転移の際の activationvolumeが関与 した現象ではないかと考えられる｡
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